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静同地学第80号 (1999)

季巡検会の
~美濃路にウラニウムを訪ねる~

松本仁 * 

8月23日(丹)から 24日(火)にかけて、岐阜県土岐市、瑞浪市、蛭川村、中津川市を訪ね、一泊

二日で行われるO 参加者は、 14名。

案内は、湯佐泰久博士(核燃料サイクル開発機構)と (池新田高校)にお願いした。

8月23日(月)

午前11: 00に中央

日程を、加藤和男会員から

ンター

にある核燃料サイク

てーキングエリア

1、2) 

O参加者の確認をした後、 2日間の主な

ンター 6月の総会でも

し していただいた。

地下120メートルにある坑道に入り、そこで行われ

1 ) 

のウラン鉱石採集のため調査坑として作ら

鉱山として採算が取れないことから、坑道を利用しで深層の地下水の動き

の移動、坑道掘割が周期の地層に与える影響など、地下深部における

し、 く

ウラン

いる つ

つにより広く、

えて作ら し~T.::.o 
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と、

るO

に入ると、ひ

所に

程の案内であった

②土岐J11河原の化活

瑞浪市にある

土i技JlIの河原に

る

O 

に摂り ることカヨとし

きる O

③鐙JII村花コ

、?
に叩

した。この一帯に分布する

ものは中粒であった。切ワ出さ

はよ七

コウ る
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コウ岩のブロックに圧倒されながら、機械化がなされていなかった昔の採石はいかがなものであった

ろうかと、思いをめぐらした。風化を受けマサ化した地域であれば採集は比較的楽であるのだが、新

鮮な花コウ岩のため、小さなハンマーとたがねでは採集することは大変であるし時間もかかるo 1時

はよい結品を探すのはなかなか難しい。それでもペグマタイト中から煙水晶や長石

ることが出来たO

8月24日(火)

④苗木鉱物博物館見学

昨年オープンした中津川市の鉱物博物館 した。 市 する鉱物を しであり、水

品やトパーズ、カリ長石などの大きな結晶に驚く。

さだけでなし鉱物の出来方や付近の地質案内も

い時間を忘れて見学してしまった。 1年程前に開館したため、ま

だが、これから資料が整っていくことを期待したい。(写真2) 

⑤中津川市ちんの峠付近での鉱物採集

ら説明がなされていて、つ

は作成されていないよう

子供のころよく採集したという りに、 と友人の方に現地ま していただく O
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静岡地学第80号(1999)

風化した花コウ岩を左右に見て採集地まで小一時間ほど林道を登る O しばらくぶ、りの山歩きに汗が噴

き出す。

道が途切れ少しガレ場となっている地点で水晶や煙水品の小さいがきれいな結品を採集することが

出来た。かつて苗木で、トパーズを採集したという篠ヶ瀬会員の言葉に胸弾ませたが、残念ながら今

回は叶わなかった。

⑥坂下町での南寺断麗見学

中央線坂下駅近くで開寺断層 駅横の を見学した。その際、この断層がどの方向に続

いているか議論になったため、付近で断麗を追ってみることにした。北側への延長を確かめる時間は

なかったが、南側には、田園と道路、民家と田鶴との境界に数メートノレの高低差を見つけ、おそらく

これが断層の延長であろうという結論になった。
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に断麗面が見られるのではと言うことで、工事をしていた付近の高台にあがり断層を探す。

念ながら断層面を確認することはできなかったが、先ほど見た地点、の地形が見渡せ、おおよその

の方向を確認することができた。

以上を持って、 2日 えること きハ明。

2日 しま
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